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ー ２０１５年１１月号 － 

１０月のトピックス 

〇 ２０１５年度特区ガイド育成研修 （第二期）を実施 

 （１０月１日～２３日：宮崎、１０月１０日～１１月２１日：鹿児島） 

九州７県及び福岡市と共同で、特区ガイド（地域限定特例通訳案内

士）の２０１５年度育成研修（第二期、宮崎県会場・鹿児島県会場）

を実施しました。 
第一期研修に引き続き、今年２月に日本航空株式会社と締結した協

定に基いて、「ホスピタリティ、日本語・文化・マナー」の講座に、空

港スタッフの教官を講師として派遣していただき、プロの視点から九

州の魅力を伝える「おもてなし」について、ご講演いただきました。 
今年は更にレベルの高い特区ガイドの誕生が期待されます。 

［合格者数］ 
２０１５年度 第一期 ２６名 

 第二期（宮崎県会場のみ）９名 計３５名 
２０１３～２０１５年度累計 １８０名（１１／４日現在） 

 

 

〇 フィリピン及びベトナムにおける九州観光説明会開催 

 （１０月５日～９日：マニラ、ホーチミン、ハノイ） 

１０月５日、フィリピンのマニラ、１０月７日、ベトナムのホーチミン、９日、ハノイにおいて、現

地旅行会社等への観光説明会及び商談会を実施しました。 
九州側から自治体・観光関係者８団体１５名に参加いただき、現地旅行会社等は、マニラで３３社４

７名、ホーチミン、ハノイではそれぞれ１８社３２名に参加いただきました。 
現地の皆様方には、最後まで熱心に九州

の情報収集に努めていただきました。今後

も、九州一体となって、現地で九州の魅力

を発信する事業に取り組み、認知度の向上

と誘客の促進を図りたいと思います。 
 

 

〇 九州観光案内所スタッフ研修会・連絡会議を開催 （１０月６日～７日：福岡） 

大牟田商工会議所にて九州観光案内所スタッフ研修会・連絡会議を開

催しました。この研修会は九州観光案内所整備支援事業の一環として、

九州一体となった観光案内所の整備支援を図るために実施したものであ

り、今回で４回目になります。 

当日は福岡空港国際観光案内所、福岡市観光案内所、熊本駅総合観光

案内所、別府駅総合観光案内所、鹿児島中央駅総合観光案内所、大牟田

観光プラザのスタッフ及び案内所担当者２０名が参加しました。それぞ
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れの案内所の現状や取り組み等の発表があり、その後ワールドカフェ形式によるワークショップを実施

しました。 

外国人入国者数が過去最高を記録する中、各観光案内所では多様かつ広域での案内情報を求められて

おり、観光案内所間の連携に繋がる有意義な意見が出されました。 

翌日は、大牟田観光プラザを視察した

後、現地視察研修として大牟田市石炭産

業科学館、三池炭鉱（宮原坑、万田

坑）、三池港、旧三井港倶楽部などを地

元ボランティアガイドの方に案内してい

ただき、大牟田地区の観光資源への理解

を深めていただきました。 

 

 

〇 駐福岡大韓民国総領事と歩く九州オルレ （１０月６日：大分） 

「駐福岡大韓民国総領事と歩く九州オルレ」行事が、別府コースで行われ、一般市民をはじめ、約７

０名の方々が参加されました。 
スタート地点の志高湖では、韓国の国花である槿（むくげ）の記念植樹が行われました。 
また、今回の行事で、総領事は、現在あ

る１５コースすべてを歩かれたため、高橋

事業本部長から全コース踏破認定証をお渡

ししました。これからも、九州オルレを日

韓両国のたくさんの方に歩いていただき、

日韓の草の根交流が促進されることを期待

しています。 
 
 
〇 平成２８年度上期観光素材説明会 （１０月７日：福岡） 

ＪＡＴＡ九州事務局の後援をいただき、旅行社３４社、１１１名、メディア関係６社１４名、関係者

を含め２１１名のご参加をいただきました。 
福岡での開催は、過去最高の参加者で、明治日本の産業革命遺産登録に続き、宗像沖ノ島世界遺産候

補等の情報に皆さん関心を持たれている様子でした。各県がテーマに基づき説明を行い、相談会も大い

に賑わいました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 来て見て食べて感動！九州観光・物産フェア２０１５ （１０月１０日～１２日：東京） 

九州の食・文化・自然など、観光の魅力を首都圏にＰＲし、観光客誘致の更なる促進を図るため、

「来て見て食べて感動！九州観光・物産フェア２０１５」を開催しました（今年度で９回目）。 
会場では、九州各地のグルメ・特産品の販売だけでなく、観光クイズラリーや世界遺産ＰＲ・モノづ
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くり体験コーナー等も設置しました。 
また、ステージでは、郷土芸能やゆるキャラとのふれあいイベントに加えて、航空会社の客室乗務員

等と共に「空行け！九州キャンペーン」ＰＲを実施するなど、訪れた約２３万人もの来場者の方々に、

九州の魅力を大いに発信することができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

〇 中国南方航空連携によるメディア招請 （１０月１２日～１６日：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分） 

広東省・広州から福岡への直行便を就航している中国南方航空（ＣＺ）

との連携により、広東省の新聞社やテレビ局などのメディア関係者とＣ

Ｚ本社の担当者合計１７名を招請し、温泉を中心に九州の観光地を取材

していただきました。 
これを受けて、それぞれのメディア媒体により、順次、九州を紹介い

ただいており、広東省における一層の認知度の向上、九州への来訪の促

進が期待されます。 
 

 

〇 一般社団法人九州ニュービジネス協議会主催「ベンチャープラザ二月会」において講演 

 （１０月１３日：福岡） 

ベンチャー・中小企業の方々の販路拡大・事業提携先の獲得、資金

調達等を目的としたビジネスマッチングの場である「ベンチャープラ

ザ二月会」（参加者約５０名）にて、九州観光推進機構の髙橋本部長が

「九州観光の現状と展望～九州観光戦略について」と題して、九州観

光推進機構の設立の経緯から、これまでの取組み、九州の観光産業の

現状と今後の可能性について、講演を行いました。 
会終了後には情報交換会も開催され、より具体的な情報や意見交換

も行われました。 
 

〇 九州ドライブ周遊ルート提案事業（台湾・香港現地セミナーの開催） 

 （１０月１６日～１７日：台北、香港） 

台湾、香港において、九州でのドライブの魅力を直接 PRするため、セミナーを開催しました。 
台湾では１１７名に参加いただき、香港では１２２名に参加いただきました。セミナーでは、レンタカ

ーの利用の説明や九州観光ルートの紹介などを行い、最後に抽選会を行いました。 
両会場の参加者からは、今後もぜひ開催し

て欲しいとの声が上がっていました。 
九州のレンタカー旅行の魅力がしっかり伝

わったと感じられるセミナーであり、今後、

両市場から九州へのレンタカー旅行の拡大が

期待されます。 
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〇 アジア・トレイルズ・カンファレンス鳥取大会参加 （１０月１６日～１８日：鳥取） 

九州オルレ認定地域協議会とともに、主に日中韓のトレイル関係者が連携し互いの情報共有及び広報

活動をしている「アジアトレイルネットワーク」のメンバーとして、「第２回アジア・トレイルズ・カン

ファレンス」に参加しました。 
基調講演、アジア・トレイルズ・ネットワー

ク総会、ウォーキングフェスティバルに参加

し、各地域のトレイルと連携の連携を深め、九

州オルレの魅力をアピールしてきました。 
 

 

 

〇 技術シンポジウム「九州の発展と交通インフラ」のパネルディスカッションへ登壇 

 （１０月２７日：福岡） 

九州大学主催、西日本高速道路㈱共催の技術シンポジウム「九州の発

展と交通インフラ」第二部のパネルディスカッションに、九州観光推進

機構の髙橋本部長がパネラーとして登壇。 
九州の観光整備の立場から「交通インフラのネットワーク化による観

光事業の拡大」や「新たな観光の魅力の発掘と観光資源を交通インフラ

でいかに結びつけるか」というテーマに対して、東九州道や世界遺産等

の事例を交えながら、ディスカッションを行いました。 
 

 

〇 済州オルレウォーキングフェスティバル出展 （１０月３０日～３１日：韓国・済州） 

韓国のオルレマニアが多く集まる「済州オルレウォーキングフェスティバル」において、九州オルレ

ブースを出展し、九州オルレをはじめ、九州の観光地、温泉をアピールしました。 
九州オルレを歩かれた方々も多く訪れ、

年々、九州オルレの認知度が上がってきて

いることを実感しました。九州オルレ各コ

ースの担当者も参加し、コースの紹介及び

物産販売を行い、各地の魅力を発信しまし

た。 
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◆ 九州観光推進機構からのお知らせ 

〇 九州観光推進機構サイトの会員向け情報ページに「観光統計情報」を掲載しました。 

今回掲示したのは、「九州の外国人入国者数の推移について～平成２７年９月（速報値）、８月(確定

値)」です。ぜひご活用ください。 

なお、会員向け情報ページを閲覧するには、ＩＤとパスワードが必要になります。ご不明な点は下記

お問い合わせ先までお願いします。 

 

〇 11 月以降の主な事業  

・欧州からの誘客推進情報発信（１０月２９日～１１月１２日：福岡、長崎、熊本） 

・欧州市場における九州観光プロモーション（１１月２日～５日：イギリス、フランス） 

・香港・広州における九州観光商談会等開催（１１月３日、５日：香港、広州） 

・台湾人気ブロガー招請（１１月５日～９日：福岡、佐賀、長崎、大分） 

・福岡マラソンEXPOでの「マラソンin九州」ブース出展（１１月６日～７日：福岡） 

・台北国際旅行博（ITF2015）（１１月６日～９日：台北） 

・第３回ハッピーウォーク・九州オルレトークショウ（１１月７日：福岡） 

・タイの旅行会社招請②（１１月９日～１３日：宮崎、鹿児島、佐賀、福岡） 

・台湾人気ブロガー招請（１１月１７日～２１日：熊本、宮崎、鹿児島） 

・日韓国交正常化５０周年記念シンポジウム（１１月２０日：福岡） 

・「九州オルレ」韓国マスコミ・旅行社等招請（１１月２０日～２３日：福岡、長崎） 

・九州修学旅行現地視察会（１１月２１日～２３日：熊本、宮崎、鹿児島） 

・タイ・マレーシア・インドネシアにおける九州観光説明会・商談会開催 

（１１月２３日～２７日：バンコク、クアラルンプール、ジャカルタ） 

・欧州市場における九州・山陽鉄道周遊旅行商品造成のための旅行会社招請 

（１１月２５日～１２月３日：大分、熊本、佐賀、福岡、広島、岡山、大阪） 

・ＡＧＴ研修の実施（１１月２６日～２７日：佐賀、長崎） 

・九州・沖縄観光物産展への出展（１１月２８日～２９日：兵庫） 

・九州オルレ国内エージェント視察研修（１２月８日～９日：久留米市、南島原市） 

・マレーシア旅行会社招請（１２月：鹿児島、宮崎、熊本、福岡） 

・九州、奄美、沖縄世界遺産クルーズプロジェクト[キーパーソン招請] 

（１２月４日～１０日：長崎、鹿児島、沖縄） 

・平成２７年度第３回九州各県国内担当者会議（１２月１６日：福岡） 

・観光プロモーションat羽田空港（１月１５日～１７日：東京） 

 

 

 

 

 
◇◇ お問い合わせ先 ◇◇ 

一般社団法人 九州観光推進機構  企画部 弓削 
TEL:092-751-2943（代表） 

092-751-2946（国内誘致推進部ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ） 

092-751-2947（海外誘致推進部ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ） 

FAX:092-751-2944 

E-mail：infokyushu@welcomekyushu.jp 


